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１ 調査目的

次期の岡崎市総合計画やまち・ひと・しごと創生総合戦略の改定に向け、本市の人口

の現状分析及び将来人口の推計を行い、将来に対する課題の整理を行う。

２ 調査内容

 ⑴ 基礎データの収集整理及び分析 

公開されている基礎データを収集整理し、本市の過去から現在までの推移を分析す

る。

 ⑵ 地域別の基礎データの収集整理及び分析 

公開されている市内８地域の基礎データを収集整理し、過去から現在までの推移を

８地域ごとに分析する。

 ⑶ 将来人口の推計及び分析 

2020 年の国勢調査の結果を基準人口として、2055 年までの推計人口及び 2105 年ま

での超長期推計人口の将来予測を行い、主な特徴や傾向等の分析を行う。

 ⑷ 地域別将来人口の推計及び分析 

2020 年 10 月 1 日現在の住民基本台帳人口を基準人口にしつつ、全市の 2020 年の国

勢調査の結果の総人口と一致させながら、市内８地域ごとの 2055 年までの推計人口の

将来予測を推計し、主な特徴や傾向等の分析を行う。

 ⑸ 課題整理 

   上記の⑴～⑷の結果をもとに、将来に対する課題などを整理する。 

はじめに
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出典：国勢調査（市町村合併前（2006 年以前）の旧額田町の人口含む）

出典：国勢調査（市町村合併前（2006 年以前）の旧額田町の人口含む）

基礎データの収集整理及び分析

✓ 人口は 2020 年まで増加し続けている。 

✓ 2000 年までは女性人口の方が多いが、2005 年以降は男性人口の方が多い。 

✓ 0～14 歳（年少人口）は、1985 年をピークに減少傾向である。 

✓ 15～64 歳（生産年齢人口）は、2005 年をピークに減少傾向である。 

✓ 65～74 歳（前期高齢者）、75 歳以上（後期高齢者）は増加傾向である。 

男女別人口の推移

年齢４区分別人口の推移

70,134 71,604 65,549 60,886 58,139 57,307 57,169 56,430 54,174

179,858
197,778 221,078 233,890 240,803 250,397 246,809 240,554 234,846

14,349
15,715

17,836
23,133 28,574 31,595

36,685 45,938 46,714

6,900
9,277

11,836
14,069

18,213
24,235 30,265 35,969 42,964

2
32

35
158

268
273 1,429

2,160 5,956

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020

(人)

（年）

0～14歳 15～64歳 65～74歳 75歳以上 年齢不詳

99,030 107,049 119,845 134,238 146,055 157,868 165,798 172,872 183,706 187,649 192,771 193,719

104,776
112,043

123,311
137,005

148,351
158,466

166,338
173,125

180,101 184,708 188,280 190,935

203,806
219,092

243,156

271,243

294,406

316,334
332,136

345,997
363,807

372,357
381,051 384,654

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020

(人)

（年）

男性 女性



4

出典：愛知県人口動向調査（各年は前年 10 月１日～当年９月 30 日の合計）

出典：愛知県人口動向調査（各年は前年 10 月１日～当年９月 30 日の合計）

✓ 出生数は減少傾向であり、死亡数は横ばいであったが 2022 年に増加している。 

✓ 転入数は増加傾向であったが 2020 年に減少し、その後は増加傾向となり、転出数

は増加傾向であったが 2020 年に減少に転じ、2022 年からは増加している。

✓ 2019 年までは自然増、社会増であったが、2020 年以降は自然減、社会減である。 

自然増減数（出生数、死亡数）の推移

社会増減数（転入数、転出数）の推移
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出典：国勢調査

出典：国勢調査

年齢別単独世帯数の推移

家族類型別一般世帯数の推移
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✓ 施設等の世帯を除いた一般世帯は、増加傾向である。 

✓ 2020 年は、単独世帯が 32.0％、夫婦のみの世帯が 20.0％、夫婦と子供から成る世

帯は 31.1％、ひとり親と子供から成る世帯は 8.0％である。

✓ 2000 年時点では、30 歳未満、30～49 歳の単独世帯が多くを占めていたが、近年は、

65～74 歳、75 歳以上の高齢の単独世帯が増加している。
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出典：外国人登録、住民基本台帳人口（各年 10 月 1日現在）

✓ 外国人人口は、2008 年以降、減少傾向であったが、2014 年以降は増加し、2020 年

には新型コロナウイルス感染症の影響で減少したものの、近年は増加している。

✓ 外国人の流入によって本市の人口減少が緩やかになっている。 

外国人人口の推移
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出典：住民基本台帳人口（2023 年 10 月１日現在）

地域別の基礎データの収集整理及び分析

✓ 各地域の人口は、最も多いのは中央地域（29.6％）であり、最も少ないのは額田地

（1.9％）である。地域による人口のばらつきがある。

✓ 65～74 歳、75 歳以上の割合は額田地域が最も高く、65～74 歳の割合が最も低いの

は矢作地域、75 歳以上の割合が最も低いのは六ツ美地域である。

年齢４区分別人口の比較
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将来人口の推計及び分析

✓ 前回推計（2018 年）よりも急速に人口減少が進む結果となっている。 

✓ 将来人口は、2025 年の 385,347 人をピークに減少し、2020 年と比べて 2055 年には

10.2％減少する見通しである。

✓ 35 年間で 0～14 歳は 15,102 人、15～64 歳は 52,335 人減少する見通しである。 

✓ 2055 年には、65～74 歳は 43,063 人、75 歳以上は 76,063 人となり、65 歳以上の高

齢化率は 34.5％になる見通しである。
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✓ 超長期の将来人口は、2025 年の 385,347 人をピークに減少を続け、2105 年には

222,804 人になり、減少率は 42.1％になる見通しである。

✓ 0～14 歳、15～64 歳は減少し続ける見通しである。 

✓ 65～74 歳は 2045 年をピークに緩やかに減少する見通しである。 

✓ 75 歳以上は 2055 年をピークに減少する見通しである。 

超長期の将来人口
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✓ 施設等の世帯を除いた一般世帯は、2055 年まで増加し続け、１世帯当たり人員は減

少し続ける見通しである。

✓ 少子高齢化が進む中、単独世帯、夫婦のみ世帯が今後も増加する見通しである。 

✓ 2055 年には、単独世帯が全世帯の４割以上を占める見通しである。 

将来の世帯数

将来の家族類型別世帯数
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地域別将来人口の推計及び分析

✓ 全ての地域において減少するが、地域によって人口減少の状況は異なる。 

✓ 2020 年を 100 とした指数をみると、六ツ美地域、岡崎地域、矢作地域では 90 程度、

岩津地域、大平地域、中央地域では 90 弱程度、東部地域では 80 程度になる見通し

で、特に額田地域では 67.7 まで落ち込む見通しである。

将来人口の減少率
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１ 全市の課題

⑴ 人口減少への対応 

人口減少を見据えた行財政運営やまちづくりを進めていくとともに、減少する人

数を少しでも減らし、労働力等を確保できるように、国内外からの転入促進と転出

抑制を図る施策・事業への取り組みが求められる。

⑵ 超高齢社会への対応 

超高齢社会が進むにつれて、社会保障費関連が高まることになるため、健康寿命

を延ばし、誰もが生涯にわたって、希望や生きがいを持って働き、活躍できる社会

づくりをすることや、地域での高齢単独世帯の見守り活動などが求められる。

⑶ 少子化への対応 

未婚化、晩婚化を解消し、結婚、出産・子育てがしやすい社会を作っていくため

に施策・事業をより一層充実していくことが求められる。

⑷ 転入促進、転出抑制への対応 

テレワークや地方移住を積極的に取り入れながら、本市に住んでみたいと選ばれ

るまちになるように、安心・安全に暮らせる地域づくりや子育てしやすい地域づく

りなどを行い、本市への転入を促進していくことも求められる。

⑸ 労働力不足への対応 

地域活力の維持や地域課題の解決のためには定住人口だけではなく、関係人口を

巻き込んで取り組んでいく必要があり、市外に住む出身者、従業者、観光客などか

ら関係人口を創出する取り組みを進めていく必要がある。

⑹ 世帯数増加への対応 

今後も住宅供給が求められるが、一方で、空き家も増加していくため、空き家の

流通促進やリノベーションなどの空き家対策及び活用への取り組みが求められる。

２ 地域の課題

 ⑴ 地域の人口規模の格差 

地域によって人口規模や減少度合が異なるため、地域において顕在化する課題も

異なることが予想される。特に額田地域では、より一層過疎化が深刻な状況になる

ことが予想される。

 ⑵ 少子高齢化への対応 

全ての地域で 65 歳以上の人口比率が 30％を超える状況になるため、少子高齢化

に対応したまちづくりへの取り組みが求められる。

課題の整理


